
キ ャ ン パ ス ニ ュ ー ス

京
田
辺
校
地

開
校
25
周
年
記
念
式
典
・

同
志
社
京
田
辺
祭
2
0
1
1
開
催

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

在
学
生
へ
の
義
援
金
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

2
0
1
1
開
催

　
2
0
1
1
年
11
月
5
日
、6
日
に
開
催
し
た

同
志
社
京
田
辺
祭
2
0
1
1（
ク
ロ
ー
バ
ー
祭
）

は
、京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校
25
周
年
記
念
、同

志
社
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、国
民
文
化

祭
・
京
都
2
0
1
1
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
実
施
し
た
。加
え
て
、東
日
本
大
震
災
の
復

興
支
援
に
も
取
り
組
み
、学
生
ス
タ
ッ
フ
を
中
心

に
募
金
活
動
な
ど
を
展
開
し
た
。

　
京
田
辺
校
地
開
校
25
周
年
記
念
式
典
は
、5

日
に
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
劇
場
空
間
で
開
催

し
、山
内
修
一
京
都
府
副
知
事
、石
井
明
三
京
田

辺
市
長
、河
井
規
子
木
津
川
市
長
、松
本
勇
笠
置

町
長
、稲
田
進
学
研
都
市
推
進
機
構
常
務
理
事

を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
に
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
。

山
田
啓
二
京
都
府
知

事
、石
井
京
田
辺
市

長
か
ら
は
、学
研
都

市
エ
リ
ア
に
お
け
る

高
度
な
教
育
、研
究

の
活
性
化
や
京
田
辺

市
と
の
連
携
事
業
な

ど
今
後
ま
す
ま
す

本
学
の
役
割
に
期

待
し
て
い
る
と
の
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。

　
続
い
て
、同
志
社
京
田
辺
祭
学
生
代
表
の
津

戸
隆
文
さ
ん（
文
化
情
報
学
部
4
年
次
）の
開
会

宣
言
で
同
志
社
京
田
辺
祭
が
開
幕
し
た
。恒
例

　
2
0
1
1
年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行

委
員
会
の
発
案
に
よ
り
、東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
在
学
生
へ
の
学
費
支
援
の
た
め
の
募
金

が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
当

日
だ
け
で
な
く
、広
く
協
力
を
呼
び
か
け
た
と

企
画
の
キ
ッ
ズ
パ

レ
ッ
ト
、移
動
動
物

園
、1
0
0
近
い
出
店
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
そ
し
て

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の

プ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
よ
る
演
奏
、学
生

バ
ン
ド
、ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
の
出
演
、
6
学

部
企
画
に
加
え
て
、全
国
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集

合
な
ど
多
彩
な
催
し
が
あ
り
、大
い
に
に
ぎ
わ
っ

た
。6
日
に
は
、今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
加
さ
れ
た
卒
業
生
を
京

田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
送
る
バ
ス
を
運
行
し
た
。

　
国
民
文
化
祭
・
京
都
2
0
1
1
で
は
、京
田
辺

市
主
催
の「
人
形
劇
の
祭
典
」が
夢
告
館
で
も
開

催
さ
れ
、多
く
の
観
客
を
集
め
た
。本
学
の
企
画

と
し
て
、京
都
府
、ダ
イ
キ
ン
工
業
株
式
会
社
、大

阪
ガ
ス
株
式
会
社
と
の
連
携
に
よ
り
、「
明
日
の

暮
ら
し
の
文
化
展
」と
し
て
両
日
に
わ
た
る
研
究

成
果
等
展
示
会
と
、6
日
に「
人
の
健
康
と
活
力

を
引
き
出
す
未
来
技
術

−−

こ
ど
も
た
ち
次
世
代

へ
つ
な
ぐ
環
境
に
や
さ
し
い
未
来
技
術
と
は
」を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。基
調
講
演
に
は
南
川
秀
樹
環
境
事
務
次
官

を
迎
え
、こ
れ
か
ら
の
日
本
の
環
境
政
策
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　
両
日
共
に
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
た
が
、

延
べ
2
0,
0
0
0
人
の
来
場
者
を
集
め
、盛
会

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

　
最
後
に
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
取
り
組

み
と
し
て
、学
生
代
表
の
津
戸
隆
文
さ
ん
と
岩
村

芙
美
佳
さ
ん（
文
学
部
国
文
学
科
1
年
次
）が
松

岡
敬
副
学
長
、京
田
辺
祭
運
営
委
員
会
委
員
長

と
共
に
11
月
18
日
に
福
島
県
庁
を
訪
問
し
、内

堀
雅
雄
副
知
事
に
京
田
辺
祭
実
行
委
員
会
か
ら

の
義
援
金
1,
0
6
6,
7
1
5
円
を
届
け
た
。義

援
金
は
福
島
県
の
中
学
、高
校
生
の
教
育
支
援

の
一
助
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
。内
堀
副
知
事
か

ら
の
謝
辞
に
対
し
、岩
村
さ
ん
か
ら
本
学
学
生
は

こ
れ
か
ら
も
福
島
へ
継
続
し
た
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
の
強
い
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

（
京
田
辺
校
地
学
生
支
援
課
）

　
2
0
1
1
年
度
は
、「
卒
業
生
同
士
だ
け
で
な

く
、卒
業
生
と
在
学
生
が
集
い
、語
ら
う
場
所
を

つ
く
る
」と
い
う
趣
旨
で
、卒
業
生
と
在
学
生
に

よ
る
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全

面
的
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
。
た
だ

し
、同
志
社
ら
し

い
企
画
と
い
う
こ

と
で
例
年
好
評
の

野
点（
茶
道
裏
千

家
金
澤
宗
維
氏
、

1
9
8
1
年
文
学

部
卒
）や
ク
ラ
ー

ク
記
念
館
前
記

念
撮
影
な
ど
は
継
続
し
た
。

　
当
日
の
11
月
6
日
は
雨
模
様
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
約
3,
0
0
0
人
の
卒
業
生
や
在
学
生

の
参
加
が
あ
り
、卒
業
生
に
は
思
い
出
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ

い
た
。今
里
滋
政
策
学
部
教
授
、浜
矩
子
ビ
ジ
ネ

ス
研
究
科
教
授
、村
田
晃
嗣
法
学
部
教
授
の
紫は

く

熱ね
つ

教
室
で
は
、大
勢
の
卒
業
生
が
熱
心
に
メ
モ

を
と
り
な
が
ら
講
義
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。ま

た
、ワ
ン
パ
ー
パ
ス
カ
フ
ェ
で
は
卒
業
生
と
在
学

生
が
談
笑
す
る
姿
が
見
ら
れ
、ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や

Y
Y
プ
レ
イ
パ
ー
ク
に
は
子
ど
も
を
連
れ
た
若

い
卒
業
生
の
参
加
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
立
川
親
方（
元
関
脇
・
土
佐
の
海
、

1
9
9
4
年
商
学
部
卒
）が
八
田
英
二
学
長
講
演

の
前
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
、会

場
に
華
を
添
え
た
。

　
な
お
、2
0
1
2
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
は
11
月
11
日（
日
）に
開
催
が
決
定
し
た
。そ

の
頃
に
は
、今
出
川
・
烏
丸
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新

棟
が
完
成
し
て
い
る
の
で
、卒
業
生
の
皆
さ
ま
に

見
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
校
友
・
父
母
課
）

15



こ
ろ
、趣
旨
に
賛
同
を
い
た
だ
い
た
校
友
会
の
各

県
の
支
部
や
政
法
会
、同
経
会
、樹
徳
会
、理
工

学
部
同
窓
会
の
卒
業
生
団
体
、ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ

ン
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
音
楽
祭
実
行
委
員
会

な
ど
か
ら
も
義
援
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
。公
表
の
了
解
が
得
ら
れ
た
団
体
名
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能
。

h
ttp
://w

w
w
.dosh

isha-koy
u.net/sh

insai/

p
d
f/hom

e2011_g
ien
k
i_hom

eirokun.p
d
f

　
2
0
1
1
年
11
月
30
日
ま
で
募
金
活
動
を
行

い
、4,
4
2
1,
4
1
6
円
が
集
ま
っ
た
。多
く

の
皆
様
の
ご
厚
意
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
12
月
5
日
に
募
金
の
受
領
の
意
志
表
示
が

あ
っ
た
50
人
の
被
災
学
生
に
対
し
て
手
紙
で
報

告
の
う
え
、そ
れ
ぞ
れ
の
口
座
に
8
7,
0
0
0

円
の
振
込
み
を
行
っ
た
。

　
今
回
の
募
金
活
動
を
通
じ
て
、卒
業
生
の
皆

様
が
後
輩
を
思
う
気
持
ち
の
強
さ
を
改
め
て
感

じ
た
。

（
校
友
・
父
母
課
）

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
部
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催

　
2
0
1
1
年
10
月
29
日
、1
年
間
の
留
学
を

必
修
と
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
は
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
留
学

の
先
に
み
え
る
も
の
―
世
界
へ
通
じ
る
対
話
力
」

を
開
催
し
た
。

　
基
調
講
演
に
は
タ
レ
ン
ト
で
実
業
家
の
ダ
ニ
エ

ル
・
カ
ー
ル
氏
を
迎
え
た
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を

生
き
る
」
と

題
し
た
講

演
で
は
、
特

に
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
で
日

本
語
を
学
ぶ

「
難
し
さ
」に

つ
い
て
ユ
ー

モ
ア
を
交
え

な
が
ら
、
日

本
文
化
に
特

徴
的
な
謙
遜
や
婉
曲
表
現
を
例
に
挙
げ
語
ら
れ
、

聴
衆
は
盛
り
上
が
り
な
が
ら
も
日
々
の
自
分
の

言
葉
遣
い
や
表
現
を
振
り
返
り
、異
文
化
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
た
。

　
続
い
て
、ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
氏
を
交
え
て「
留

学
へ
の
期
待
と
目
的
」と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。自
ら
も
留
学
経
験
を
持

つ
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
竹
田
宗
継
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
准
教
授
か
ら
は
、近
年

の
日
本
か
ら
の
留
学
生
の
減
少
傾
向
が
提
示
さ

れ
、ポ
ー
ル
・
カ
ー
テ
ィ 
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
助
教
は
、留
学
が
人
生
に
ど
れ

ほ
ど
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
大
切
な
経
験
で
あ

る
か
を
自
身
の
ド
イ
ツ
留
学
の
体
験
を
も
と
に

留
学
の
意
義
を
語
っ
た
。学
部
第
1
期
生
の
3
人

で
あ
る
、留
学
を
間
近
に
控
え
た
英
語
コ
ー
ス
の

近
藤
美
佳
さ
ん
、中
国
語
コ
ー
ス
の
黒
岩
徹
也
さ

ん
、ま
た
本
学
で
の
留
学
1
年
目
の
姜
有
那
さ
ん

も
参
加
し
、留
学
に
対
す
る
期
待
と
、そ
の
経
験

を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
、グ
ロ
ー
バ
ル

市
民
と
し
て
ど
の
よ
う
に
世
界
へ
貢
献
し
て
い

経
済
的
理
由
で
修
学
を
続
け
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
学
生
を
援
助
す
る
た
め
に
、

2
0
0
4
年
4
月
か
ら「
同
志
社
大
学
特
定
寄

付
奨
学
金
募
金
」を
広
く
社
会
各
界
に
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
2
年
1
月
末
ま
で
に
、卒
業
生
、ご
父

母
、一
般
の
方
々
お
よ
び
教
職
員
か
ら
以
下
の
と

お
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

く
か
議
論
が
な
さ
れ
た
。

（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
　

准
教
授
　
吉
田
優
子
）

特
定
寄
付
奨
学
金
募
金
協
力
者

ご
芳
名

卒
業
生

ご
父
母

一
般

教
職
員

合
　
計

申
込
件
数

53
件

50
件

1
0
3
件

6
、1
3
3
、4
3
5
円

4
、4
5
0
、0
0
0
円

1
0
、5
8
3
、4
3
5
円

申
込
額

2
0
1
1
年
3
月
～
2
0
1
2
年
1
月
の
申
込
者

＊
教
職
員
の
給
与
控
除
に
つ
い
て
は
2
0
1
3
年
度
ま
で
の
申
込
を
受

　
け
付
け
て
い
ま
す
が
、今
回
は
2
0
1
1
年
度
寄
付
額（
2
0
1
1
年

　
4
月
～
2
0
1
2
年
3
月
）の
み
の
金
額
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

当
募
金
は
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、引
き

続
き
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】財
務
部
資
金
課
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1
、0
0
0
、0
0
0
円

 

5
0
0
、0
0
0
円

 

9
0
0
、0
0
0
円

 

2
9
5
、0
0
0
円

 

1
7
9
、4
3
5
円

 
3
0
0
、0
0
0
円

 

1
0
0
、0
0
0
円

 

2
0
、0
0
0
円

 

1
9
、0
0
0
円

 

3
0
、0
0
0
円

 

5
0
、0
0
0
円

原
見 

義
広

同
志
社
生
活
協
同
組
合

森
田 

秀
夫

同
志
社
大
学
ハ
ワ
イ
寮
基
金

株
式
会
社
バ
ン
・
ネ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
　
市
川 

稔
晃

同
志
社
校
友
会
　
公
益
財
団
法
人
吉
田
育
英
会

ミ
カ
ド
塗
料
株
式
会
社
　
鈴
木 

恭
子

山
中 

光
太
郎

同
志
社
45
東
京
ク
ラ
ブ

大
野 

左
千
夫
　
大
坂 

岱
樹
　
玉
井 

利
宏
　
川
向 

幹
男

三
巻 

新
治
　
今
村 

浩
一
　
塚
村 

康
志

ご
芳
名（
敬
称
略
、順
不
同
）

【
卒
業
生
、ご
父
母
、一
般
】

 

1
0
、0
0
0
円

水
谷 

晴
夫
　
鈴
木 

雄
二
　
豊
田 

俊
一
　
小
田 

邦
宏

松
本 

邦
　
　
佐
藤 

信
夫
　
武
田 

咊
生
　
水
口 

潔

中
野 

拓
美
　
坂
井
田 

彰
　
岩
本 

憲
彦

本
田 

肇
　
大
下 

信
雄
　
大
下 

真
弓
　
永
田 

尚
路

 

5
、0
0
0
円

 

ご
芳
名
の
み（
金
額
非
掲
載
）

広
田 

知
大
　
宮
崎 

道
子
　
髙
津 

世
紀
　
小
合 

洋
一

川
村 

修
一
　
冨
岡 

努
　
奈
良 

光
浩
　
廣
澤 

美
智
子

林 

青
史
郎
　
増
山 

記
一

 

1
、3
0
5
、0
0
0 

円（
匿
名
合
計
）
匿
名
9
名

 

1
、2
0
0
、0
0
0
円

 

3
0
0
、0
0
0
円

 

1
5
0
、0
0
0
円

 

1
2
0
、0
0
0
円

 

1
0
0
、0
0
0
円

 

6
0
、0
0
0
円

 

5
0
、0
0
0
円

 

4
5
、0
0
0
円

 

2
4
、0
0
0
円

 

2
0
、0
0
0
円

 

1
2
、0
0
0
円

幅  

健
志

三
上 

保
孝

工
藤 

和
男

齋
藤 

憲
道
　
髙
田 

紀
美

冨
田 

安
信

三
好 

博
昭
　
西
川 

真
司

石
田 

修
一

植
村 

巧

今
川 

晃

土
佐 

卓
司
　
吉
川 

健

北 

幸
史

 

ご
芳
名
の
み（
金
額
非
掲
載
）

兼
重 

雅
好
　
宮
庄 

哲
夫
　
新 

茂
之
　
越
川 

弘
英

藤
井 

邦
宏
　
加
藤 

千
洋
　
上
田 

裕
保
　
林 

克
樹

髙
田 

芳
樹
　
戸
田 

裕
之
　
ダ
リ
シ
エ 

ミ
シ
ェ
ル

酒
井 

優
　
白
石 

健
治
　
里
内 

仁
美

【
教
職
員
】

 

9
5
0
、0
0
0 

円（
匿
名
合
計
）

匿
名
22
名
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行
動
分
析
学
研
究
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
2
0
1
0

武
藤
崇  

青
山
謙
二
郎  

他 

編
　
星
和
書
店
　
3,
5
0
0
円

よ
く
わ
か
る
考
古
学

松
藤
和
人  

他 

編 

著
　
上
峯
篤
史  

鋤
柄
俊
夫  

竹
居
明
男  

中
井
義
明  

浜
中
邦
弘  

若
林
邦
彦  

他 

執
筆
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
3,
0
0
0
円

確
認
行
政
法
用
語
2
3
0

黒
坂
則
子  

小
谷
真
理  

他 

著
　
成
文
堂
　
4
0
0
円	

	

交
通
基
本
法
を
考
え
る

青
木
真
美  

他 

執
筆
　
か
も
が
わ
出
版
　
1,
4
0
0
円

ニ
ュ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス

太
田
進
一  

監
訳
　
熊
野
正
樹  

他 

訳
　
晃
洋
書
房
　
3,
0
0
0
円		

イ
ン
サ
イ
ト
管
理
会
計

河
合
隆
治  

他 

執
筆
　
中
央
経
済
社
　
2,
4
0
0
円

イ
ン
サ
イ
ト
原
価
計
算

河
合
隆
治  

他 

執
筆
　
中
央
経
済
社
　
2,
4
0
0
円

日
本
文
化
の
攻
と
守

岸
文
和  

他 

執
筆
　
風
媒
社
　
3,
8
0
0
円

国
際
紛
争
　
原
書
第
8
版

村
田
晃
嗣  

他 

訳
　
有
斐
閣 

　
2,
8
0
0
円

東
ア
ジ
ア
の
記
憶
の
場

板
垣
竜
太  

他 

編 

著
　
河
出
書
房
新
社
　
4,
2
0
0
円

企
業
会
計
と
法
制
度

古
賀
智
敏  

他 

編
　
中
央
経
済
社
　
5,
0
0
0
円	

全
56
篇
の
ラ
テ
ン
語
説
教
集 

中
山
善
樹  

訳
　
知
泉
書
館
　
8,
0
0
0
円

国
際
法

新
井
京  
他 
執
筆
　
東
信
堂
　
2,
9
0
0
円

国
際
会
計
基
準
を
学
ぶ

田
口
聡
志  

他 

著
　
税
務
経
理
協
会
　
1,
9
0
0
円

バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

津
田
博
史  

他 

編
　
朝
倉
書
店
　
3,
8
0
0
円

ビ
ー
コ
ン
ヒ
ル
の
小
径

本
井
康
博  

著
　
思
文
閣
出
版
　
1,
9
0
0
円	

デ
ィ
ッ
ク
・
タ
ー
ピ
ン
の
ヨ
ー
ク
へ
の
早
駆
け

南
井
正
廣  

著
　
英
宝
社
　
2,
8
0
0
円

イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
男
た
ち

ー
マ
ス
キ
ュ
リ
ニ
テ
ィ
の
表
象
分
析

綾
部
六
郎  

他 

訳
　
御
茶
の
水
書
房
　
3,
2
0
0
円

日
本
語
の
限
量
表
現
の
研
究

山
森
良
枝  

著
　
風
間
書
房
　
7,
5
0
0
円	

	
	

「
韓
国
併
合
」1
0
0
年
と
日
本
の
歴
史
学

小
川
原
宏
幸  

板
垣
竜
太  

他 

執
筆
　
青
木
書
店
　
4,
0
0
0
円	

リ
テ
ー
ル
金
融
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戸
谷
圭
子  

著
　
東
洋
経
済
新
報
社
　
2,
8
0
0
円

ア
メ
リ
カ
留
学
へ
の
招
待

中
村
艶
子  

他 

著
　
世
界
思
想
社
　
1,
8
0
0
円		

基
本
講
義
　
労
働
法 

土
田
道
夫  

著
　
新
世
社
　
2,
8
5
0
円

ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

井
上
智
義  

他 

著
　
北
大
路
書
房
　
1,
9
0
0
円

1
か
ら
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析

冨
田
健
司  

他 

編 

著
　
碩
学
舎
　
2,
4
0
0
円 

1
か
ら
の
戦
略
論

冨
田
健
司  

他 

執
筆
　
碩
学
舎
　
2,
4
0
0
円

初
歩
か
ら
学
ぶ
経
済
入
門

篠
原
総
一  

野
間
敏
克
　
他 

著
　
有
斐
閣
　
2,
8
0
0
円

ス
ポ
ー
ツ
六
法 

2
0
1
1

川
井
圭
司  

他 

編
　
信
山
社
　
2,
5
0
0
円

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
統
計
科
学
入
門

金
明
哲 

著
　
岩
波
書
店
　
3,
6
0
0
円

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
形
成
と
政
治
文
化

肥
後
本
芳
男  

他 

編 

著
　
昭
和
堂
　
2,
8
0
0
円	

高
付
加
価
値
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
育
つ 

中
田
喜
文   

他 

編 

著
　
藤
本
哲
史  

他 

執
筆

日
本
評
論
社
　
1,
9
0
0
円	

	

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

亀
田
尚
己  

他 

編 

著
　
丸
善
　
2,
3
0
0
円	

	

デ
ィ
ケ
ン
ズ
鑑
賞
大
事
典

玉
井
史
絵  

他 

執
筆
　
南
雲
堂
　
2
0,
0
0
0
円

法
学
部
生
の
た
め
の
選
択
科
目
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

木
下
孝
治  

他 

執
筆
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
2,
8
0
0
円

こ
れ
か
ら
学
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学

石
倉
忠
夫  

他 

執
筆
　
大
修
館
書
店
　
2,
0
0
0
円

物
理
化
学 

第
2
版

近
藤
和
生  

上
野
正
勝  

他 

著
　
朝
倉
書
店
　
3,
2
0
0
円

抗
加
齢
医
学
入
門 

第
2
版

米
井
嘉
一  

著
　
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
　
4,
0
0
0
円

財
務
会
計
論
1
　
第
5
版

松
本
敏
史  

他 

編 

著
　
中
央
経
済
社
　
5,
2
0
0
円

財
務
会
計
論
2
　
第
5
版

松
本
敏
史  

他 

編 

著
　
中
央
経
済
社
　
4,
4
0
0
円

紫
式
部
と
和
歌
の
世
界
　	

廣
田
收  

他 

編
　
武
蔵
野
書
院
　
1,
5
0
0
円

労
働
六
法 

2
0
1
1

土
田
道
夫  

他 

執
筆
　
旬
報
社
　
3,
0
0
0
円	

	
新
秩
序
の
模
索

板
垣
竜
太  

他 

著
　
岩
波
書
店
　
3,
8
0
0
円	

	

物
語
絵
・
歌
仙
絵
を
考
え
る

岩
坪
健  

他 

著
　
武
蔵
野
書
院
　
3,
0
0
0
円	

	

持
続
可
能
な
地
域
実
現
と
協
働
型
ガ
バ
ナ
ン
ス

新
川
達
郎  

他 

編 

著
　
新
川
達
郎  

他 

監
訳
　
日
本
評
論
社
　

3,
0
0
0
円 

本
学
教
員
の
執
筆
図
書
の
紹
介
図
書
館
調
べ（
価
格
は
税
別
）

退職教員　2012年3月31日付で、次の先生方が退職されました。

■
文
学
部
　
村
田 

誠
一  

教
授

■
文
学
部
　
塩
尻 

恭
子  

教
授

■
文
学
部
　
山
口 

賀
史  

教
授

■
社
会
学
部
　
千
田 

忠
男  

教
授

■
社
会
学
部
　
國
生 

壽  

教
授

■
社
会
学
部
　
山
口 

功
二  

教
授

■
社
会
学
部
　
柴
内 

康
文  

准
教
授

■
社
会
学
部
　
樽
井 

康
彦  

助
教

■
法
学
部
　
伊
藤 

彌
彦  

教
授

■
法
学
部
　
釜
田 

泰
介  

教
授

■
法
学
部
　
倉
部 

真
由
美  

准
教
授

■
法
学
部
　
松
尾 

健
一  

准
教
授

■
法
学
部
　
馬
原 
潤
二  

助
教

■
法
学
部
　
坂
田 
雅
夫  

助
教

■
商
学
部
　
石
川 

健
次
郎  

教
授

■
商
学
部
　
向
井 

公
敏  
教
授

■
商
学
部
　
英 

邦
弘  

講
師

■
商
学
部
　
山
本 

勝
也  

講
師

■
政
策
学
部
　
谷
口 

知
弘  

教
授

■
政
策
学
部
　
妹
尾 

哲
志  

講
師

■
文
化
情
報
学
部
　
重
定 

南
奈
子  

特
別
客
員
教
授

■
理
工
学
部
　
石
原 

好
之  

教
授

■
理
工
学
部
　
大
鉢 

忠  

教
授

■
理
工
学
部
　
田
坂 

明
政  

教
授

■
理
工
学
部
　
上
野 

正
勝  

教
授

■
理
工
学
部
　
柳
田 

益
造  

教
授

■
理
工
学
部
　
舟
木 

治
郎  

准
教
授

■
理
工
学
部
　
木
田 

重
雄  

教
授

■
生
命
医
科
学
部
　
土
谷 

佳
樹  

助
教

■
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
　
坂
井 

智
明  

講
師

■
心
理
学
部
　
加
藤 

正
晴  

准
教
授

■
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

　T
e

rry D
.O

C
H

S

　
准
教
授

■
司
法
研
究
科
　
深
田 

三
徳  

教
授

■
司
法
研
究
科
　
三
井 

誠  

教
授

■
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
　
中
田 

哲
雄  

教
授

■
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
　
木
下 

康
光  

教
授

■
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　T
im

o
th

y J
a

m
e

s
 C

R
A

IG
  

教
授

■
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　Ig
n
a
c
io

 A
R

IS
T

IM
U

Ñ
O

  

准
教
授

■
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　L
in

h
 P

A
L
L
O

S
  

助
教

■
言
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　J
u

s
tin

e
 M

.R
O

S
S

  

助
教 

■
理
工
学
研
究
所
　
宮
島 

一
彦  

教
授

2
0
1
3
年
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
八
重
の
桜
」
放

映
に
伴
い
、開
館

日
、見
学
方
法
が

一
部
変
更
に
な
り

ま
す
。変
更
の
概

要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

新
島
旧
邸
の
開
館
日
･

見
学
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

1
．変
更
期
間

　 

2
0
1
2
年
9
月
か
ら
2
0
1
3
年
12
月
ま
で

2
．上
記
期
間
中
は
、原
則
と
し
て
、毎
週
火
曜
日
を

　  

除
く
毎
日
の
開
館
と
な
り
ま
す
。

　  

休
館
日

：

毎
週
火
曜
日
、年
末
年
始（
12
月
28
日

　  

～
1
月
5
日
）、夏
期（
8
月
12
日
～
16
日
）

3
．見
学
は
、母
屋
１
階
と
附
属
家
と
な
り
ま
す
。

4
．個
人
・
団
体
と
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予

　  

約
申
込
制
と
な
り
ま
す
。（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

　  

使
え
な
い
場
合
は
F
A
X
で
の
申
し
込
み
と
な

　  

り
ま
す
。）

詳
細
は
、校
友
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
本
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
順
次
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
へ
の
義
援
金

を
検
討
中
で
す
。

  

お
問
い
合
わ
せ
先

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

T
E
L

：

0
7
5-

2
5
1-

3
0
4
2

F
A
X

：

0
7
5-

2
5
1-

3
0
5
5

E
-m
a
il：

ji-s
h
a
s
i@
m
a
il.d
o
s
h
is
h
a.a
c.jp
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  Life takes us on unexpected journeys. When I was 

growing up in California, I never once thought that I 

would travel to Japan and attend a Japanese University.  

But through the years I feel as though I was drawn 

here. In Japan there are different words for destiny, the 

kind you can change and the kind set in stone.  I feel as 

though my destiny, to attend Doshisha, was inevitable.  

My early practice of Karate and love of sushi may have 

opened my interest in Asia, but the decision to live 

in Japan seems to have been made for me, and even 

now when asked why I decided to come here, I can 

only answer, because Japan called me. The calling was 

　人生でわれわれは予想できぬ旅に出る。私はカリフォルニアで生ま

れ育ったが、日本に行き、日本の大学に通うということは全く想像もし

なかった。けれど今となっては、引き寄せられたように感じている。日

本では「運命」という言葉には異なる意味が含まれる。人が変えられ

ない運命と変えられる運命。自分が同志社に来るという運命は避けら

れないものだったようだ。幼い頃からの空手の稽古や寿司好きはアジ

アに興味を持つきっかけとなったと思うが、日本に住むようになったの

は、私に決められていたことだと思う。今、どうして日本に来たのかと聞

かれたら、私は日本に呼ばれたとしか答えられない。その呼び声があ

strong, and I have not once wished to be anywhere else.

  My years at Doshisha University have been a great 

learning experience for me.  The year and a half I spent 

at Imadegawa campus was influenced by Doshisha's 

internationalism, which draws people from all parts of 

the globe. Now at Kyotanabe campus I am expanding 

my knowledge of Japanese and working with students 

from China and Korea.  With the knowledge and skills I 

develop at Doshisha, I believe that I can attain my goal 

of becoming a diplomat, and making a contribution to 

the international society professionally.

Devries Pieter Mackenzie

まりにも強かったので、他のどの国にも住みたいと思わないほどだ。

　私の同志社での数年間はとても良い経験となっている。今出川キャ

ンパスでの1年半で同志社の国際主義に感化された。現在は京田辺

キャンパスで日本に関する視野を広げ、中国や韓国の留学生と勉強し

ている。同志社で学ぶ知識や能力を活かして、私の夢と掲げている外

交官の仕事に就き、国際社会に貢献したい。

デブリーズ　ピーター　マケンジ
2011.4 〜グローバル・コミュニケーション学部日本語コースに在学

（2011.3留学生別科修了）（USA出身）

19

国際主義は同志社大学の教育理念のひとつ。現在、本学で学んでいる多くの留学生
たちが綴る、その志や同志社大学への思いから国際化・国際交流を考えるシリーズです。

留 学 生 紹 介  



井阪 紘さん 【1964年 経済学部卒業】

1940年生まれ、和歌山県出身。大学卒業後、日本ビクター株式会社入社。営業を経てクラシッ
ク音楽のプロデューサーとして、78年に退社するまでに150枚以上のレコードを制作し、文化庁
芸術祭大賞など数多くの賞を受賞。ビクターの親会社・松下電器産業の松下幸之助会長（当
時）からもその才能を認められ、退社時には強く慰留された。79年、設立したカメラータ・トウキョ
ウの社長に就任し、レコードとコンサートを統合した新しい音楽
事業に取り組む。80年から始めた、日本初のリゾート地での大規
模な音楽祭「草津夏期国際音楽アカデミー＆フェスティヴァル」
では、事務局長としてアーティストの招聘など中心的役割を担う。
2006年8月に上梓した初の著作「一枚のディスクに−−レコード・プ
ロデューサーの仕事」（第19回ミュージック・ペンクラブ音楽賞クラ
シック部門で最優秀著作出版物賞受賞）など、3冊の著書がある。

今 回 の 同 志 社 人

株式会社 カメラータ・トウキョウ　代表取締役会長

井阪紘さんに聞く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

好
村 

塁 

さ
ん

【
社
会
学
部
教
育
学
科
3
年
次
生
】

好
村
●「
カ
メ
ラ
ー
タ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
」と
い
う
社

名
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
か
。

井
阪
●
カ
メ
ラ
ー
タ
と
は
、イ
タ
リ
ア
語
の
カ

メ
ラ
、即
ち
小
さ
な
部
屋
、空
間
と
い
う
意
味
で

す
。写
真
機
の
カ
メ
ラ
の
語
源
に
も
な
っ
て
い
ま

す
が
、音
楽
用
語
に
も
使
わ
れ
て
い
て
、室
内
楽

を
指
し
ま
す
。例
え
ば
、ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
室
内

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
カ
メ
ラ
ー
タ
・
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク

と
い
い
ま
す
。社
名
に
創
業
者
の
名
前
を
つ
け

る
会
社
も
あ
り
ま
す
が
、私
は
、自
分
が
い
な
く

な
っ
て
も
継
続
し
て
使
え
る
社
名
に
し
た
か
っ

た
の
で
す
。そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
考
え
て
、音
楽
に

関
係
あ
る
言
葉
で
カ
メ
ラ
ー
タ
と
。で
も
そ
れ
だ

け
で
は
ど
こ
の
会
社
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、下
に

ト
ウ
キ
ョ
ウ
と
つ
け
た
の
で
す
。

好
村
●
制
作
さ
れ
て
い
る
レ
コ
ー
ド
が
室
内
楽

中
心
な
の
は
、そ
う
い
う
理
由
も
あ
る
の
で
す
ね
。

井
阪
●
ビ
ク
タ
ー
を
退
社
し
て
こ
の
仕
事
を
始

め
た
１
９
７
８
年
か
ら
10
年
間
ぐ
ら
い
は
、ほ
と

ん
ど
室
内
楽
し
か
録
音
し
て
い
ま
せ
ん
。き
め
の

細
か
い
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
室
内
楽
レ
コ
ー
ド
を
作

り
た
い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
な
の
で
す
。そ
れ

に
、メ
ジ
ャ
ー
レ
ー
ベ
ル
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、ブ
ラ
ー
ム
ス
と
い
っ
た
著

名
な
作
曲
家
の
全
集
を
何
回
も
制
作
し
ま
す

が
、私
は
そ
れ
は
し
た
く
な
い
。メ
ジ
ャ
ー
レ
ー

ベ
ル
が
や
っ
て
い
な
い
録
音
、特
に
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
同
時
代
に
い
い
曲

を
作
っ
て
い
な
が
ら
、作
曲
家
と
し
て
は
一
流
に

数
え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
人
た
ち
の
作
品
を
世

に
出
し
て
い
き
た
い
の
で
す
。例
え
ば
、マ
リ
ー
・

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
に
気
に
入
ら
れ
て
い
た
デ
ゥ

セ
ッ
ク（
１
７
６
０--

１
８
１
２
年
）と
い
う
作
曲

家
は
、作
品
が
と
て
も
斬
新
で
素
晴
ら
し
い
。そ

う
い
う
人
た
ち
の
楽
譜
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ま

だ
見
つ
か
り
ま
す
。ど
の
メ
ジ
ャ
ー
レ
ー
ベ
ル
も

気
が
つ
い
て
い
な
い
よ
う
な
曲
を
出
し
て
い
か
な

い
と
、私
た
ち
の
仕
事
は
意
味
が
な
い
の
で
す
。

好
村
●
メ
ジ
ャ
ー
レ
ー
ベ
ル
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
ご
苦
労
も
お
あ
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
す
か
。

井
阪
●
レ
コ
ー
ド
１
枚
作
っ
た
そ
の
売
り
上
げ

で
次
の
も
の
を
作
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら

ね
。会
社
を
始
め
た
年
に
芸
術
祭
の
優
秀
賞
を

２
つ
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、そ
の
賞
金
が
合

わ
せ
て
60
万
円
。半
分
は
お
礼
の
意
味
で
パ
ー

同志社人
訪問
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テ
ィ
ー
を
し
た
の
で
す
が
、残
り
は
次
の
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
に
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
。そ
ん
な
状

況
で
す
か
ら
、賞
を
も
ら
っ
て
も
盛
大
に
お
祝

い
を
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
す
。そ
ん
な
こ
と
を

積
み
重
ね
な
が
ら
、30
数
年
や
っ
て
来
ま
し
た
。

私
は
ビ
ク
タ
ー
に
15
年
い
た
の
で
す
が
、最
初
は

営
業
で
、制
作
を
始
め
た
の
は
４
年
ほ
ど
経
っ

て
か
ら
。15
年
の
う
ち
11
年
く
ら
い
し
か
音
楽

の
現
場
に
関
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、そ
れ
と
比

べ
た
ら
３
倍
の
年
月
に
な
り
ま
す
。そ
の
間
に

１
，０
０
０
枚
く
ら
い
制
作
し
ま
し
た
ね
。

好
村
●
ビ
ク
タ
ー
を
辞
め
て
独
立
さ
れ
た
の
は

な
ぜ
で
す
か
。

井
阪
●
当
時
日
本
の
レ
コ
ー
ド
会
社
の
多
く

は
、外
資
系
子
会
社
で
し
た
。ビ
ク
タ
ー
は
国
内

資
本
の
会
社
だ
っ
た
の
で
す
が
、原
盤
を
持
た

な
い
ラ
イ
セ
ン
ス
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
て
、外

国
の
会
社
に
莫
大
な
原
盤
使
用
料
を
支
払
っ
て

い
た
の
で
す
。私
は
ビ
ク
タ
ー
で
制
作
の
仕
事
を

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、い
ず
れ
ラ
イ
セ
ン
ス

ビ
ジ
ネ
ス
は
成
り
立
た
な
く
な
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。な
ぜ
な
ら
、外
国
資
本
の
会
社
は
伸
び

て
く
る
と
独
立
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。売
れ

て
き
た
ら
独
立
し
て
、日
本
の
現
地
子
会
社
に

し
た
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ

れ
か
ら
は
、自
社
で
原
盤
制
作
を
し
て
世
界
中

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を
売
ら
な
け
れ
ば
、音

楽
産
業
は
成
り
立
っ
て
い
か
な
い
と
主
張
し
た

の
で
す
が
、理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
な
ら
自
分
で
原
盤
を
作
ろ
う
と
、会
社
を

興
し
た
の
で
す
。

好
村
●
学
生
時
代
の
こ
と
を
お
聞
き
し
た
い
の

で
す
が
、ど
う
し
て
同
志
社
大
学
の
経
済
学
部
に

入
ら
れ
た
の
で
す
か
。

井
阪
●
高
校
３
年
生
の
時
、京
都
大
学
の
文
学

部
に
受
か
っ
た
の
で
す
が
、行
か
な
か
っ
た
の
で

す
。父
に「
そ
ん
な
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
も
就
職
で

き
な
い
ぞ
」と
言
わ
れ
ま
し
て
。一
浪
し
て
翌
年
、

同
志
社
と
故
郷
の
国
立
大
学
に
合
格
し
た
の
で
、

国
立
大
学
に
行
こ
う
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、調
べ
た
ら
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
あ
る
け
れ
ど
す

ご
く
下
手
だ
と
わ
か
っ
て
。大
学
生
に
な
っ
た
ら

グ
リ
ー
で
歌
う
こ
と
は
決
め
て
い
ま
し
た
か
ら
、

そ
れ
な
ら
や
は
り
同
志
社
の
方
が
魅
力
が
あ
り

ま
す
。経
済
学
部
で
真
面
目
に
勉
強
す
れ
ば
就

職
先
は
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、最
終
的
に

同
志
社
に
決
め
た
の
で
す
。

好
村
●
同
志
社
の
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
伝
統
が
あ

り
ま
す
か
ら
ね
。

井
阪
●
私
た
ち
の
時
代
は
、年
間
１
０
０
回
く

ら
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま
し
た
。そ
の
半

分
は
演
奏
旅
行
で
し
た
。各
地
の
県
人
会
か
ら

呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。レ
ベ
ル
が

高
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
け
ど
ね
。そ
の
代
わ

り
、練
習
は
運
動
部
並
み
で
し
た
。週
４
日
間
、１

回
３
時
間
半
、み
っ
ち
り
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
ほ
と
ん
ど
練
習
な
の
で
、学
部
は
ど
こ
だ

と
聞
か
れ
て「
グ
リ
ー
学
部
だ
」と
答
え
る
学
生

が
い
た
く
ら
い
で
す
。

好
村
●
そ
れ
だ
け
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
打

ち
込
ま
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

井
阪
●
そ
う
で
す
ね
。当
時
は
部
員
が
１
２
０
人

ほ
ど
い
て
、ス
テ
ー
ジ
に
上
が
れ
る
の
は
50
人
く

ら
い
で
す
か
ら
、競
争
が
激
し
か
っ
た
の
で
す
。

幸
い
、私
は
１
年
次
か
ら
ス
テ
ー
ジ
に
立
た
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。昔
は
簡
単
に
楽
器
が
買
え

ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、高
い
レ
ベ
ル
の
音
楽
を
や

ろ
う
と
思
っ
た
ら
歌
う
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

自
由
に
楽
器
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
今
で

は
、合
唱
な
ん
て
一
番
古
く
さ
い
手
法
と
い
わ
れ

21



好村 塁さん　
社会学部教育学科 3年次生

兵庫県川西市出身。中学・高校と吹奏楽部で活躍し、
大学入学後は同志社交響楽団でトランペットを吹く。同
志社交響楽団は5月、石川県金沢市で開催される「ラ・
フォル・ジュルネ・金沢2012」に初参加、演奏予定。自身
は2013年同志社交響楽団海外公演実行委員長とし
て、来年3月の公演に向け、就職活動と並行して慌ただ
しい毎日が続く。

井阪 紘さんに聞く株式会社カメラータ・トウキョウ　代表取締役会長

ウェルナー・ヒンク氏（ヴァイオリン）、遠山慶子氏（ピアノ）デュオの録音現場

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。け
れ
ど
、私
は
合
唱
を

や
っ
た
お
か
げ
で
、純
正
律
の
耳
を
鍛
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。良
い
音
楽
を
つ
く
る
に
は
必
要

な
こ
と
で
す
。今
で
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を

聴
い
て
、誰
の
音
程
が
違
う
と
か
、調
弦
が
合
っ

て
い
な
い
と
か
わ
か
る
の
は
、グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

の
訓
練
の
お
か
げ
で
す
。

好
村
●
ほ
か
に
、学
生
時
代
の
経
験
で
今
に
活
き

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

井
阪
●
私
が
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て
基
準
に

な
っ
て
い
る
も
の
は
、そ
れ
こ
そ
学
生
時
代
の
経

験
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。グ
リ
ー
で
は
指
揮
者
を
や

れ
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、あ
る
事
情
で
で
き
な

か
っ
た
。そ
の
分
、前
か
ら
勉
強
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
作
曲
を
、個
人
的
に
京
都
市
立
芸
術
大

学
の
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。と
い

う
の
は
、グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
楽
曲
の
た
め
に
編
曲

を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。だ
か
ら
、編

曲
を
す
る
た
め
に
作
曲
を
勉
強
し
た
よ
う
な
も

の
で
す
。そ
れ
に
、ア
ル
バ
イ
ト
で
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

の
曲
も
作
っ
て
い
ま
し
た
。関
西
ロ
ー
カ
ル
の
Ｃ

Ｍ
で
す
が
、た
く
さ
ん
書
き
ま
し
た
ね
。育
英
会

の
奨
学
金
が
２
，０
０
０
円
だ
っ
た
頃
に
、２
万

５
，０
０
０
円
く
ら
い
も
ら
え
た
の
で
す
。で
も
、

帰
り
に
は
梅
田
の
レ
コ
ー
ド
店
で
全
部
Ｌ
Ｐ
盤

に
化
け
て
い
ま
し
た
。私
は
ジ
ャ
ズ
が
す
ご
く
好

き
で
、ほ
し
い
Ｌ
Ｐ
盤
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
で

す
。「
真
夏
の
夜
の
ジ
ャ
ズ
」と
い
う
１
９
５
８
年

の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

記
録
映
画
な
ど
の
影
響
を
受
け
、ジ
ャ
ズ
の
編

曲
も
書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
頃
に
書

い
た
も
の
が
１
０
０
曲
く
ら
い
あ
り
ま
す
。当
時

は
、ク
ラ
シ
ッ
ク
の
仕
事
を
す
る
な
ん
て
夢
に
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

好
村
●
京
都
で
学
生
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と

は
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
影
響
し
て
い
ま
す
か
。

井
阪
●
人
間
は
、自
分
の
体
の
中
に
染
み
て
い

る
も
の
で
し
か
解
釈
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
意
味
か

ら
、私
は
録
音
の
拠
点
に
し
て
い
る
ウ
ィ
ー
ン
に

で
き
る
だ
け
長
く
い
て
、そ
の
自
然
と
風
土
、伝

統
を
で
き
る
だ
け
感
じ
る
よ
う
に
し
て
い
る
の

で
す
が
、京
都
で
暮
ら
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、世

界
中
ど
こ
へ
行
っ
て
も
通
用
す
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。私
の
根
底
に
あ
る
の
は
京
都
の
美
。京
都

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
意
識
を
照
ら
し
合
わ
せ
た

時
、根
本
的
に
良
い
も
の
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、

通
じ
合
う
と
思
う
の
で
す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
っ

て
い
な
い
か
ら
だ
め
だ
と
か
、英
語
が
話
せ
な
い

か
ら
自
信
が
な
い
な
ど
と
考
え
な
い
で
ほ
し
い
。

京
都
の
よ
う
な
洗
練
さ
れ
た
文
化
の
あ
る
と
こ

ろ
に
住
ん
で
感
じ
た
こ
と
は
、必
ず
財
産
に
な
る

と
思
い
ま
す
ね
。

好
村
●
最
後
に
、学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

井
阪
●
人
生
の
目
的
と
い
う
の
は
、仕
事
を
始

め
て
か
ら
決
ま
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、学
生
時
代
に
最
初
の
志
を
抱
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
。実
際
に
そ
の
世
界
へ
入
れ

ば
、い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
、困
難
に
も
ぶ
つ
か

る
と
思
い
ま
す
が
、自
分
は
一
生
を
か
け
て
こ
れ

を
や
り
た
い
と
い
う
志
を
、学
生
時
代
に
持
つ
べ

き
で
す
。私
の
場
合
、そ
れ
が
音
楽
の
仕
事
を
し

た
い
と
い
う
思
い
だ
っ
た
の
で
す
。

好
村
●
大
先
輩
に
と
て
も
貴
重
な
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

I N T E R V I E W E R

一生をかける「志」を忘れずに進みたい
　エネルギッシュで、何よりプロフェッショナルな気質をすごく感じました。フランクで話しやすいので

すが、話の内容は決して軽くありません。一言一言が僕にとってはとても重みがありました。最も印象

に残ったのは、学生時代に志を持つべきだということです。今、交響楽団に入っていて、プロを目指し

ているわけではないのですが、それでも何かしら活動が自分の血となり肉となっていると思うと、自分

のやっていることに自信が持てるような気がします。いろんなことを経験された大先輩の話を伺い、

気持ちを新たに頑張らなければと思いました。卒業後は、音楽とともに映画の世界にもかかわりたい

と希望しています。映画には音楽も大事な要素ですし、すべてがミックスされた総合芸術だと思うか

らです。井阪さんがおっしゃった志を忘れないように、一生をかける仕事を見つけていきたいです。
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このシリーズは、毎号様々な分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。

級友の方々にとっては良き近況報告、学生諸君には将来のキャリア・プランと学生生活の現実を考える機会になれば幸いです。

自
分
の
手
元
に
来
た
も
の
は
、喜
び
に

変
え
て
い
く
。仕
事
と
は
、楽
し
い
も
の
。

　
お
客
さ
ま
の
反
応
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感
じ
ら
れ

る
仕
事
が
し
た
く
て
、遊
園
地
の
運
営
企
画
が
で

き
る
鉄
道
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。念
願
が
叶
っ

て
、入
社
後
の
4
年
間
は
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
出
向

し
、ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
に

携
わ
り
、菊
人
形
展
を
形
に
し
て
い
く
た
め
の

一
翼
を
担
う
な
ど
、良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。そ

の
後
は
本
社
へ
異
動
と
な
り
、環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
を
取
得
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
部
署
へ
。デ
ス
ク
ワ
ー
ク
は

苦
手
で
し
た
し
、必
要
な
仕
事
な
の
か
疑
問
に
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、経
営
や
財
務
な

ど
の
業
務
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
、そ
れ
ま
で
に
な

い
視
点
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
あ
の
3
年
間
が

あ
っ
た
か
ら
、今
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
事
務
部
門
に
い
た
当
時
、企
画
の
仕
事
に
戻
り

た
い
と
希
望
し
続
け
て
い
た
も
の
の
、異
動
は
思

い
通
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、駅
や
商
業
施

設
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
や
演
出
を
自
主
的
に
3
年

間
勉
強
し
て
、商
業
施
設
士
の
資
格
を
取
得
。他

社
の
商
業
施
設
の
運
営
を
受
託
す
る
関
係
会
社

の
事
業
が
拡
充
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
う
ま
く
重

な
り
、現
在
の
部
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。ワ
ク
ワ

ク
し
た
気
持
ち
で
、こ
の
会
社
に
出
向
し
て
き
て

6
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
不
動
産
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
が
所

有
す
る
建
物
の
価
値
や
収
益
を
上
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、テ
ナ
ン
ト
を
入
れ
替
え
た
り
、新
規
の
施

設
で
あ
れ
ば
、コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
テ
ナ
ン
ト

を
探
し
て
誘
致
し
、商
業
施
設
を
つ
く
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
主
な
業
務
で
す
。華
や
か
に
見
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、実
際
は
、人
脈
と
足
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
収
集
を
行
い
、ま
っ
た
く
初

め
て
の
相
手
先
へ
電
話
を
か
け
る
と
い
っ
た
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
、時
に
は
門
前
払
い
さ
れ
る
こ
と

も
。そ
ん
な
こ
と
の
繰
り
返
し
が
最
終
的
に
形
に

な
り
、自
分
た
ち
が
つ
く
り
上
げ
た
施
設
や
誘
致

し
て
き
た
テ
ナ
ン
ト
に
お
客
さ
ま
が
た
く
さ
ん
来

ら
れ
て
賑
わ
っ
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、う
れ
し

い
で
す
ね
。反
応
が
見
え
や
す
い
の
が
、こ
の
仕
事

の
良
い
と
こ
ろ
。オ
ー
ナ
ー
の
方
に「
良
い
テ
ナ
ン

ト
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
」と
喜
ん
で
も
ら
え
る

こ
と
に
も
、や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。昨
年
か
ら

は
、海
外
へ
も
当
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
よ
う

と
、ベ
ト
ナ
ム
へ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。ベ
ト
ナ
ム
は
社
会
主
義
国
な
の
で
、日

本
企
業
に
よ
る
現
地
ビ
ジ
ネ
ス
は
難
し
い
の
で
す

が
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
最
近
よ
く
思
う
の
は
、自
分
の
手
元
に
来
た
も

の
を
自
分
で
望
む
よ
う
に
加
工
す
れ
ば
、喜
び
に

変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。せ
っ

か
く
自
分
の
と
こ
ろ
に
来
た
も
の
を
何
も
し
な

い
ま
ま
手
放
し
て
し
ま
う
の
は
、も
っ
た
い
な
い
。

運
や
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
と
嘆
く
前
に
、来
た
球
は

打
ち
返
さ
な
け
れ
ば
、幸
せ
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
仕
事
も
厳
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、楽
し

ま
な
く
て
は
損
。「
学
生
の
う
ち
に
遊
ん
で
お
け
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、社
会
人
に
な
っ
て
も
、

時
間
は
作
ろ
う
と
思
え
ば
作
れ
る
し
、仕
事
か
ら

派
生
し
て
く
る
遊
び
も
あ
り
ま
す
。何
よ
り
、新

た
な
刺
激
を
く
れ
る
価
値
観
の
異
な
っ
た
友
人

が
た
く
さ
ん
増
え
ま
す
。仕
事
を
す
る
こ
と
は
、

楽
し
い
こ
と
。学
生
時
代
に
は
知
ら
な
か
っ
た
世

界
も
開
け
て
く
る
は
ず
で
す
。

現在の仕事と学生時代に勉強した法律は、直接のつながりはない
が、「職務上、法律の大切さはよく感じています。テナントや商業施設と
契約書を交わすとき、法律用語の理解も含めて、比較的スムーズにや
りとりができるのは、法学部で学んだおかげです」と言う。ゼミでは、イ
ベント係としてゼミ旅行などを仕切っていたというから、その手腕も今
の仕事につながっているのだろう。失敗談も聞かせてくれた。「ひらか
たパークで冬のイベントを任されたとき、好きなスターウォーズのオー

クションなどを開催したのですが、これが大赤字。コアなお客さま
には喜んでいただけましたが、パーク全体への波及効果はほ

とんどなく、自分の趣味で仕事をしてはいけないと反省
　　　　しました」と振り返る。

林 英生さん
【1999年 法学部法律学科卒業】

株式会社京阪流通システムズ  企画開発部  マネージャー
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簡
単
に
言
え
ば
、
小
説
の
単
行
本
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
が
現
在
の
仕
事
で
す
。編
集
者
の
仕
事

は
、作
家
の
も
と
に
原
稿
を
受
け
取
り
に
行
き
、

書
き
上
が
る
の
を
待
つ
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。作
家

と
一
緒
に
な
っ
て
作
品
の
テ
ー
マ
や
内
容
、タ
イ
ト

ル
を
考
え
た
り
、読
者
の
興
味
を
引
く
装
丁
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
り
、販
売
戦
略
を
練
っ
た
り
、書
評
な

ど
で
取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
プ
レ
ス
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
か
け
た
り
と
、１
冊
の
本
の
制
作

に
ト
ー
タ
ル
に
携
わ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、担
当
す

る
作
家
や
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、編
集
者
の
好

み
が
色
濃
く
出
ま
す
。私
の
場
合
、自
分
が
読
み

た
い
と
思
う
も
の
を
提
案
す
る
の
で
、そ
れ
が
形

に
な
っ
た
と
き
は
純
粋
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
現
在
、恩
田
陸
さ
ん
、万
城
目
学
さ
ん
と
い
っ
た

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
系
の
作
家
約
40
人
を
担

当
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
無
名
の
新
人
を
発
掘
し

て
育
て
る
の
も
ま
た
、私
の
重
要
な
仕
事
で
す
。当

社
の
文
学
賞
へ
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
処
女
作
を

担
当
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、書
店
で
ま
だ
当
社
の

担
当
が
つ
い
て
い
な
い
作
家
を
探
し
て
オ
フ
ァ
ー

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。新
し
い
才
能
を
見
つ
け

出
し
、一
緒
に
本
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
の
は
、と

て
も
楽
し
く
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、シ
ビ
ア
な
面
も
あ
り
ま
す
。入
社
し

て
最
初
に
配
属
さ
れ
た
営
業
部
で
首
都
圏
の
書

店
を
担
当
し
た
経
験
か
ら
、ど
ん
な
に
良
質
な
本

で
も
売
れ
な
け
れ
ば
店
頭
か
ら
消
え
て
い
く
し
、

人
々
の
記
憶
に
も
残
ら
な
い
、売
れ
な
け
れ
ば
本

と
し
て
の
価
値
が
認
め
ら
れ
な
い
の
だ
と
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。当
社
で
は
、本
の
出
版
に
あ
た
り

編
集
者
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
領
域
が
広
い

た
め
、重
責
で
す
。そ
の
分
、担
当
し
た
本
が
増
刷

さ
れ
る
ほ
ど
売
れ
た
時
の
喜
び
は
格
別
で
す
し
、

大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。た
だ
、ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
っ
た
と
し
て
も
、「
私
が
手
が
け
ま
し

た
」と
自
慢
す
る
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
。編
集
者

は
、い
わ
ば
黒
衣
で
す
。自
分
１
人
で
で
き
る
仕
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
ま
た
ま
才
能
あ
る
作
家
に

出
会
え
て
、良
い
作
品
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
え
、結
果
と
し
て

売
れ
た
の
で
あ
っ
て
、本
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
た
め
に

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
、良
い
作
品
を
本
に
し
て
、

そ
れ
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
を
い
か
に
集
め
る

か
と
い
っ
た
、一
部
の
こ
と
で
し
か
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
、自
分
の
想
像
を
超

え
る
素
晴
ら
し
い
文
章
に
出
合
う
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。し
か
も
、そ
う
い
う
想
定
外
の

こ
と
が
良
く
も
悪
く
も
毎
日
の
よ
う
に
起
こ
り

ま
す
。そ
ん
な
素
敵
な
出
合
い
が
日
々
の
自
分
を

引
っ
張
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
文
芸
を
担
当
し
て
４
年
に
な
り
ま
す
。こ
れ

ま
で
は
、す
ぐ
に
結
果
を
出
さ
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
本
や
作
家
と
自
分

の
こ
と
だ
け
で
な
く
、出
版
後
の
展
開
や
作
家
の

キ
ャ
リ
ア
、会
社
の
今
後
な
ど
も
含
め
た
広
い
視

野
を
も
っ
て
、じ
っ
く
り
考
え
な
が
ら
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
よ
う
に
起
こ
る
想
定
外
の

素
敵
な
出
合
い
が
、日
々
の
私
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。

西 麻沙子さん
【2000年 文学部英文学科卒業】

株式会社新潮社  出版部  文芸第二編集部

同志社中・高から同志社大学へ。幼い頃から本が好きで、1・2年次生
の時には、生協の本屋サークルで本を売るイベントなどを企画。小説
を書きたいという夢を持っていたが、「小説はいつでも書けるのだから、
1度は就職しておこう」と思い、出版社や小さな広告代理店を受けた。
新潮社を第1志望にしたのは、総合出版社ではなく、比較的規模の小
さい会社だったから。「大きな会社に入ってどの部署で働くのかわから
ないのは嫌でした。小さな会社の方が、自分が関わることのできる範
囲が広いだろうと思ったのです」。学生へのアドバイスを聞くと、「やり

たいと思ったことは何でも、その時にやってみた方がいいですね。
就職のために何かするのではなく、やりたくてやったことの

方が結局は自分のためになりますから」と話して
　　　　　　くれた。
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各詳細は、学内掲示板や HP などでご確認ください。

同じキャンパスで学ぶ障がい学生（Challenged）の立場に立って、責任を持って支
援活動に取り組んでくださる方を募集しています。初めてでもできることはたく
さんありますので、ぜひスタッフに登録して、パソコン通訳・ノートテイク・ビデオ
字幕付け・代筆・車椅子介助などの活動にご協力ください。謝礼をお支払いいたし
ます（880円／時間）。その他イベントも充実しています。詳しくは障がい学生支
援室HP（http://challenged.doshisha.ac.jp/）で随時お知らせしています。

【お申し込み・お問い合わせ先】 
京田辺校地学生支援課　障がい学生支援室　TEL：0774-65-7411
今出川校地学生支援課　障がい学生支援室　TEL：075-251-3273
E-mail:jt-care@mail.doshisha.ac.jp

障がい学生支援制度
サポートスタッフ大募集！

応援に行こう！～体育会試合日程

【献血】
今出川校地　4月19日（木）10:00 ～15:30（明徳館ラウンジ前）
京田辺校地　4月20日（金）10:00 ～15:30（ラーネッド記念図書館裏）

【アルコールパッチテスト】※定員に達し次第終了。
今出川校地　4月5日（木）、6日（金）9:00 ～16:00（尋真館1階ラウンジ）
京田辺校地　4月3日（火）～6日（金）9:00 ～16:00（知真館3号館入口）

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3281
　　　　　　　　京田辺校地学生支援課　TEL：0774-65-7435

学生保健部会　献血・アルコールパッチテスト

創立者・新島襄が1864年に国禁を犯して脱国した地、北海道函館市を5泊6日の日
程で訪れます。 新島襄の生き方に触れ、人と人とのふれあいの中で自分自身を見つ
め直そうという趣旨で行われます。学生が主体となって作り上げるプログラムです。

【実施期間】 8月14日（火）～19日（日）
　　　　　※出発前に5回程度のミーティングを行います。

【お申し込み】 4月23日（月）～5月25日（金）
【参加費用】 29,000円
【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
※4月18日（水）今出川校地、19日（木）京田辺校地で、それぞれ説明会を開催します。

第30回函館キャンプ参加者募集

創立者・新島襄は安中藩（群馬県）の武士の子として誕生しました。この地は同志
社の草創期を支えた湯浅治郎、絶対平和主義を唱えた同志社出身の牧師・柏木義
円などの縁の土地でもあります。キャンプでは、安中の新島家旧邸、安中教会など
同志社と関係のある場所と人物を訪ね、同志社に連なる私たちのルーツのひとつ
を学びます。今回は特別に、新島八重の出身地である会津若松も巡る予定です。

【実施期間】 9月5日（水）～7日（金）※出発までにミーティングを数回行います。
【募集人数】 15人程度
【参加費用】 20,000円程度 
【説明会】
京田辺校地　5月11日（金）　13：30 ～
　　　　　　キリスト教文化センター講座室（夢告館西隣・キリスト教文化センター内）
今出川校地　5月18日（金）　17：00 ～
　　　　　　キリスト教文化センター集会室（クラーク記念館１階）

【お申し込み・お問い合わせ先】
今出川校地キリスト教文化センター　TEL：075-251-3320
京田辺校地キリスト教文化センター　TEL：0774-65-7370

同志社ローム記念館では、毎年、様々なテーマでITやデジタルコンテンツの制
作、活用をめざす1年間のプロジェクトが活動しています。現在、本年度採択さ
れたプロジェクトに参加するメンバーを募集しています。
同志社大学・女子大学の学生を中心に、学部学科を越えた多様なメンバーで構
成されたプロジェクトチームによる活動だから、刺激も学びもいっぱい。5月
には、プロジェクトメンバーを対象にした適性検査やワークショップなど、活
動のスタートをスムーズにするためのプログラムも用意しています。プロジェ
クトの一覧やメンバー申込票のダウンロードは、ローム記念館ホームページ

（http://rohm.drm.doshisha.ac.jp/）からどうぞ。
●メンバー募集に関するイベント　　
4月3日（火）～6日（金）10:00 ～15:00　「プロジェクト説明会（個別対応）」
4月19日（木）17:00 ～19:30「スタートアップ報告会・交流会」
4月23日（月）～25日（水）17:00 ～19:00「プロジェクト個別説明会」
4月24日（火）18:00 ～19:00「プロジェクト交流会」
会場はいずれもローム記念館内。くわしくはWebサイト、広報誌をご覧ください。

【お問い合わせ先】  
京田辺校地総務課（ローム記念館事務室）　TEL：0774-65-7800
E-mail：jt-rohm@mail.doshisha.ac.jp

安中・会津キャンプ参加者募集

ローム記念館プロジェクトメンバー募集！

開催日時、開催場所、対戦校、料金等は変更されることがあります。
【ボクシング部】
第66回関西学生アマチュアボクシングリーグ戦
会場：関西大学ボクシング場（阪急「関大前駅」より徒歩15分）　入場無料
●5月13日(日)11:00 ～　 対戦校：大阪商業大学
●5月20日(日)11:00 ～　 対戦校：関西学院大学
●5月27日(日)11:00 ～　 対戦校：龍谷大学

【フェンシング部】
第65回全日本選手権個人予選
●4月13日（金）　フルーレ　会場：大山崎町体育館　入場無料
●5月11日（金）　サーブル　会場：大阪市中央体育館　入場無料
●5月22日（火）　エペ　　　会場：知多市民体育館　入場無料
第62回関西学生フェンシングリーグ戦
●4月14日（土）、15日（日）　フルーレ　会場：大山崎町体育館　入場無料
●5月12日（土）、13日（日）　サーブル　会場：大阪市中央体育館　入場無料
●5月23日（水）、24日（木）　エペ　　   会場：知多市民体育館　入場無料

【ラグビー部】
●5月5日（土）　  同志社ラグビー祭
　対戦校：慶應義塾大学　会場：京田辺校地ラグビー場
●5月20日（日）   招待試合　　　  対戦校：明治大学　会場：未定
●5月27日（日）   京都ラグビー祭　対戦校：早稲田大学　会場：西京極球技場

キャンパスツアーは、研修を受けた同志社大学の在学生が、受験生や一般の方とと
もにキャンパスを巡りながらガイドし、同志社大学の魅力を伝える仕事です。普段
あまり入ることがない重要文化財や研究施設の紹介、また、建学の精神を伝えるこ
とを通して“母校同志社”の新発見にもつながります。キャンパスツアーガイドは、
授業の合間を利用したアルバイト（時給880円）としても魅力です。主に履修する
校地が今出川・京田辺のいずれかは問いません。積極的にご応募参加ください。
※ガイドする校地と主に履修する校地が異なる場合は、交通費が支給されます。

【お問い合わせ先】 
今出川校地　（株）同志社エンタープライズ継志館事務所　TEL：075-251- 3043
京田辺校地　京田辺校地総務課　TEL：0774- 65-7010

今出川校地・京田辺校地 キャンパスツアーガイド募集

今出川校地学生支援課では、より多くの方に、寒梅館のイベントをきっかけとして
本学および本学学生の活動に関心を持っていただくために、私たちとともに催し
を盛り上げていただける方を募集しております。お申し込みは、今出川校地学生支
援課窓口にて、随時受付中です。

【対象】  一般・他学生（本学学生・教職員は対象外）　【会費】 無料
【特典】 寒梅館イベント情報の郵送（希望者のみ）、案内メール配信、映画招待券や
　　　 コンサート入場券のプレゼント（抽選）・入場料割引、学生団体による公演・
　　　 お芝居等へのご招待、寒梅館レストランでの割引　etc.

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075- 251- 3270

Hardience（ハーディー友の会）メンバー募集中！
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【新町別館小ホール】
●5月4日（金・祝）～6日（日）　 第三劇場「新入生歓迎公演『凶器倶楽部』」

　詳細は劇団HP、Twitter(@sangeki303)等をご覧ください。　
【京田辺校地ハローホール】

●4月18日（水）　喜劇研究会「お笑いライブ」
【学外】

●5月4日（金・祝）・5日（土・祝）　交響楽団「ラ・フォル・ジュルネ金沢2012」

　石川県立音楽堂 
   別ステージで伝統芸能「能」と交響楽団弦楽の共演企画も予定しています(詳細未定)

開講期間中の毎週火曜日、寒梅館のミニシアター・クローバーホールでは、映画史
に残る名作を中心に様々なイベントを開催します（デジタル上映）。

【会場】 寒梅館クローバーホール（地階）　【料金】 入場無料
●4月17日（火）  《冤罪/無実　という罪》
　　　　　　　  17:00 ～「第3逃亡者」監督：アルフレッド･ヒッチコック
　　　　　　　  18:30 ～「アルチバルド・デラクルスの犯罪的人生」
　　　　　　　  監督：ルイス･ブニュエル
●4月24日（火）  《今だから観ておきたい　原発映画特集》
　　　　　　　  17:00 ～「原発、ほんまかいな？」監督：鈴木敏明
　　　　　　　  18:30 ～「こんにちは貢寮（こんりゃお）」監督：チェ・スーシン

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075- 251- 3270
※内容は都合により変更となる場合があります。5月以降も毎週火曜日、映画上映
などを予定しています。詳細はお問い合わせください。

クローバーシアター

京田辺校地ハローホール（多目的ホール）では、コンサートや映画上映などの文化
プログラムを行います。

【会場】 京田辺校地ハローホール
【料金】 入場無料
●4月26日（木）　映画上映「はやぶさ」 12：30 ～/15：15 ～/18：00 ～　3回上映
●5月9日（水）　 邦楽女子コンサート「ニッポンガールズ」 17：15 ～
●5月28日（月） ♭コンサートプレミアム「アンダーグラフ」ライブ＆トーク 17：15 ～

【お問い合わせ先】 京田辺校地学生支援課　TEL：0774-65-7413

新入学生対象 フレッシャーズキャンプ2012参加者募集！

新入学生歓迎特別講演会

新入生歓迎　「同大生のしゃべり場」

♭ふらっとプログラム

同級生、上級生＆教職員スタッフとふれあう1泊2日。
【日程】 4月21日（土）～22日（日）　【定員】 80人（学部新入学生対象）
【場所】 同志社びわこリトリートセンター　
【申込期間】 4月3日（火）～13日（金） ※先着順
3月に郵送されている申込書に記入の上、両校地いずれかの学生支援課へ。定員に
なり次第、受付を終了します。

【お申し込み・お問い合わせ先】 京田辺校地学生支援課　TEL：0774-65-7021
　　　　　　　　　　　　　今出川校地学生支援課　TEL：075-251- 3270

各界で活躍中の方をお招きし、学生生活を送るにあたっての温かいメッセー
ジを頂戴します。
●名越康文氏（精神科医・京都精華大学客員教授）

【日時】 4月20日（金）14：00 ～15：30（13：30開場）　
【場所】 寒梅館ハーディーホール
【テーマ】 「心とココロをつなぐコミュニケーション術」
●菊地幸夫氏（弁護士）

【日時】 4月23日（月）13：00 ～14：30（12：30開場）　【場所】 多目的ホール
【テーマ】 「～出会いの人生から学んだこと～」
※入場無料、在学生の入場可

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
　　　　　　　　 京田辺校地学生支援課　TEL：0774-65-7021

5月は、入学して約1カ月が経ち「大学ってこんなものかな」と中だるみしてしまい
がちな時期です。しかし大学にはまだまだ皆さんの知らないことがたくさんあり
ます。そこで、他学部の学生や先輩たちと一緒に豚汁や炊き込みご飯を作りなが
ら話をする中で、これからの大学生活の目標になるような何かを探しませんか。
2年次生以上の学生も参加します。当日は汚れてもよい服装でご参加ください。

【日時】 5月12日（土）13：30 ～
【募集期間】 4月16日（月）～当日まで（飛び入り参加も可）
【集合場所】 京田辺校地多目的ホール　【参加費】 無料　
【お問い合わせ先】 京田辺校地学生支援課　TEL：0774-65-7021

詳細はＨＰ（http://www.doshisha.ac.jp/alumni/info/c_festa.html）
【お問い合わせ先】 校友・父母課　TEL：075- 251- 3009

開 催 地
栃 木 

（ 宇 都 宮 ）

福 岡
（ 北 九 州 ）

愛 知
（ 名 古 屋 ）

青 森

香川（高松）

東 京
（ 秋 葉 原 ）

鳥　 取
（ 米 子 ）

開 催 日

7月8日（日）

7月14日（土）

10月8日（月・祝）

10月14日（日）

10月20日（土）

11月18日（日）

11月23日（金・祝）

会　場
コンセーレ（栃木県青年会館）
ＪＲ宇都宮駅 バス約15分

西日本総合展示場 新館
ＪＲ小倉駅 徒歩5分

名鉄グランドホテル
ＪＲ名古屋駅 直結

青森グランドホテル
ＪＲ青森駅 徒歩2分

アルファあぶなきホール
ＪＲ高松駅 徒歩8分

秋葉原UDX（GALLERY, CONFERENCE）
ＪＲ秋葉原駅 徒歩2分

米子コンベンションセンター Big SHiP
ＪＲ米子駅 徒歩5分

※「同志社フェア in 風間浦」（青森県下北郡）も同時開催！
10月13日（土）会場：風間浦中学校

「新島襄寄港の地碑　碑前祭」などの多彩なプログラムを実施

今年も、下記の日程で「同志社大学キャンパスフェスタ」を開催し、校友の皆さま、
在学生のご父母、受験生などとの交流を行います。内容は、八田学長による大学紹
介、講演会、キャリア支援や入試に関する説明など盛りだくさんです。皆さまの参
加をお待ちしています。

 2012年度「同志社大学キャンパス フェスタ」&
「同志社フェアin 風間浦」

「木曜日には何かがある！」を合言葉に、開講期間中の毎週木曜日、映画上映を中心
に多彩なイベントを開催します。

【会場】 寒梅館ハーディーホール　【料金】 本学学生・教職員はすべて無料
●4月19日（木）　映画上映「真昼の暗黒」10：30 ～/14：00 ～/17：45 ～
　　　　　　　  1956年/日本/122分/監督：今井正/原作：正木ひろし/
　　　　　　　  出演：草薙幸二郎、松山照夫、左幸子ほか
　　　　　　　  ＊一般1,300円/Hardience会員・他大学生・前売り 1,000円
　　　　　　　  ＊16：15 ～浅野健一氏（ジャーナリスト、同志社大学社会学部
　　　　　　　  メディア学科教授）によるトークあり
●4月26日（木）  映画上映「100,000年後の安全」15：00 ～/18：00 ～
　　　　　　　  2009年/デンマーク、フィンランド、スウェーデン、イタリア/
　　　　　　　  79分/監督・脚本：マイケル・マドセン
　　　　　　　  ＊入場無料

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
※内容は都合により変更となる場合があります。5月以降も毎週木曜日、映画上映
などを予定しています。詳細はお問い合わせください。

ＷＯＴ（ワット）＝“What’s on Thursdays!”

♪観に行こう聴きに行こう♪ ―学生団体4月～5月の活動予定―

4日（金・祝）18：00 ～、5日（土・祝）14：00 ～/18：00 ～、6日（日）14：00 ～

学生 当日600円、前売り 500円

5日は一律500円、新入生は無料

12：30 ～　無料

9：30 ～10：45　1,000円
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す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、難
聴
が

悪
化
し
た
の
で
は
と
家
族
が
心
配
し
た
ほ
ど
で
す
。

　
研
修
で
は
ま
た
、目
標
を
定
め
て
絶
対
に
あ
き
ら
め
な

い
こ
と
、目
標
を
い
か
に
し
て
叶
え
る
か
と
い
う
こ
と
も

学
び
ま
し
た
。今
１
番
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
僕
の
目
標
は
、

同
志
社
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
、環
境
活
動
の
活
性
化
を

推
進
す
る「E

-pho

」と
い
う
チ
ー
ム
で
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
す
る
た
め
の
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
。将
来
の
夢

で
あ
る
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る
た
め
に
は
、人
と

一
緒
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
研
修
で
感
じ
、そ
の
楽

し
さ
も
知
っ
た
こ
と
が
、「E

-pho

」に
参
加
し
た
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。得
意
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
活
か
せ
る

シ
ス
テ
ム
開
発
に
携
わ
り
、今
春
の
サ
イ
ト
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

５
カ
国
の
聴
覚
障
が
い
学
生
が
集
う
研
修
会
に
参
加

〜
障
が
い
と
ま
っ
す
ぐ
向
き
合
い
、「
伝
え
る
」こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
〜

丹
後 

偉
也
さ
ん

【
理
工
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
年
次
生
】




